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Fifth chapter第5章
国立大学協会の活動

　第５章では、国立大学協会の活動についてまとめています。

　国立大学協会は震災直後から、被災大学と他の国立大学のパイプ

役となり、物資支援や職員の派遣に関する情報提供などを行ってき

ました。また、国立大学の活動を広く社会へ情報発信し、国立大学

の役割や存在の重要性を訴えてきました。

　第１節では国立大学協会の行った主な活動を時系列で記載してい

ます。

　また、国立大学協会は、各国立大学が実施している震災復興や新

たな日本構築に係る震災復興・日本再生支援事業や、広く国民の皆

様を対象としたシンポジウムの開催などを支援しています。それぞ

れ第２節、第３節に一覧表としています。

　第４節では、東日本大震災での被災大学の状況や各国立大学にお

ける支援活動について、社会へ広く情報発信するために発行した情

報誌「JANU」別冊の震災特別号（第１～４号）を掲載しています。
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第
1
節

震災発生直後からの国立大学協会の活動

日付 国立大学協会の活動 その他関連機関等の活動 資料
掲載頁

平成 23 年 
3 月 11 日

東北地方太平洋沖地震（震災名：東日本大震災）発生
・国立大学の学生 9 人が亡くなり、64 の大学・共同利用機関の施設が被害にあった。

厚生労働省、文部科学省からの要請等に基づき各国立
大学附属病院等からＤＭＡ T 出動

・ＤＭＡＴだけではなく、各大学は独自の医療支援チー
ムの派遣も行う。

平成 23 年
3 月 12 日～

１５日

国立大学後期日程試験
・被災大学や一部の国立大学では、後期日程試験を中
止し、一部の国立大学では試験を延期した。

平成 23 年
 3 月 14 日

各大学に「東北地方太平洋沖地震の発生に伴う平成２３年度大学入学者選抜における対応
について」を発出。

・前期試験及び後期試験の入学手続き間延長や、後期試験の再試験日程等について最大限
の措置を要請。その後も入試センターへの合格者データの提出や入学検定料の取扱い等に
ついても各大学に連絡した。

134

平成 23 年
 3 月 16 日

各大学に「災害救援支援物資の供給について」を発出。
・東北大学からの依頼に基づき、各大学より災害支援物資を募り、各大学は地域毎で被災
物資をとりまとめる等をして、被災大学に発送した。

134

平成 23 年
 3 月 23 日 

日本経済団体連合会等に「２０１２年入社対象者の採用広報活動及び採用選考活動等につ
いて」を発出。

・２０１２年入社対象者が就職活動で不利にならないよう、配慮いただくことを求める。
135

平成 23 年
 3 月 25 日

各大学に「東北地方太平洋沖地震による被災大学への支援について」を発出し、次の事柄
についての支援を要請する。
１．４月１日付けの幹部の人事異動に伴う配慮について
２．被災地の大学の学生・教職員への当面の支援について（図書館利用等）
３．被災した学生の入学等の弾力的取扱について
４．その他

（１）被災大学への職員の派遣について
（２）学生による被災地でのボランティア活動への配慮について

文部科学省より、平成 23 年度当初の授業期間について
の弾力的な取扱いが可能である旨が各大学に周知され、
それに伴い、一部の大学では、入学式を延期又は中止し、
授業開始時期を遅らせた。

136 ～
137

平成 23 年
 3 月 25 日

被災大学に「東北地方太平洋沖地震による被災大学への職員の派遣について（要望伺い）」
を発出する。

・復旧を支援する他の国立大学職員の派遣について、被災大学へ要望を伺う。各大学から
総計１４人の職員が派遣可能との連絡があった（24 年 12 月末日現在）

平成 23 年
 3 月 25 日

民主党文部科学部門会議座長宛てに震災被害に関する次のことについて要望する。
・被災学生への授業料減免などの措置の充実、国立大学附属病院等への支援への配慮（計
画停電対象外等）、施設設備をはじめとした災害復旧への予算措置

138

平成 23 年
3 月 30 日

各大学に「東北地方太平洋沖地震による被災大学の学生・教職員へ第２段階の支援について」
を発出し、次の事柄についての支援を要請する。
１．被災学生・大学院生の講義の履修、聴講について
２．被災大学院生の研究支援について
３．研究者の支援について
４．その他（被災学生の心のケア、宿泊施設の確保等について）

全国各主要都市における大学等の構内の空間放射線量
測定が開始される。国立大学も協力。

139

会長メッセージ「被災した学生の皆さまへ」を表明 141

平成 23 年
 4 月 7 日

防災・日本再生シンポジウム募集要項を策定
・平成 23 年度中に計 29 件を採択し、各大学の実施を支援した。

平成 23 年
 4 月 11 日

各大学に「被災した大学の学生への就職支援等について（依頼）」を発出
・被災の影響で内定取消を受けた学生や、被災した学生に対する各大学の就職支援や短期
宿泊施設の利用についての配慮を求める。

140

平成 23 年 
4 月 20 日

会長メッセージ「復興と再生に向けて」を表明 141

国立大学における震災復興・防災・日本再生に係る教育・研究組織一覧を公表
・国立大学の教育・研究組織を「被災者へのメンタルヘルスケアについて」、「地震、活断層、
津波に関して」、「放射性物質、放射能に関して」、「復興から、日本再生へのシナリオに関して」
の４つの分野毎にわけてとりまとめ、震災復興・防災・日本再生に貢献できる教育研究分
野を持つ全国の国立大学及び大学共同利用機関をウェブサイト上で公表。

日付 国立大学協会の活動 その他関連機関等の活動 資料
掲載頁

平成 23 年 
4 月 21 日

民主党電力需給問題対策ＰＴ座長に、消費電力抑制目標の策定にあたっての診療、教育研
究への配慮について要望

・電気事業法 27 条に基づく消費電力の抑制について、国立大学の特徴を踏まえ附属病院等
を除外することを要望する。

平成 23 年
4 月 28 日

民主党電力需給問題対策ＰＴ座長に、夏期の電力需給対策の一環として自家発電設備を使
用する際の問題点について資料提供

・各国立大学に自家発電設備に係る規制についての問題点の調査を依頼し、その結果をと
りまとめて資料提供を行う。

平成 23 年 
4 月 30 日

各大学における支援活動状況（第 1次）を公表（4月末現在）
・各国立大学が行った支援活動を集約し公表。

平成 23 年 
5 月～ 7 月

国立大学附属病院は地域毎に各病院が連携し、リレー
方式による医師などの派遣を行う。

平成 23 年 
5 月 18 日

第 2回理事会において、被災大学の平成 23年度会費の特別減額措置を承認
・被災地域に所在する会員大学・機関の会費を半額とする。

平成 23 年
 6 月 1 日

NAFSA 年次総会（カナダ・バンクーバー）において、専務理事が震災後の日本の大学の復
興に向けたメッセージを発信

平成 23 年 
6 月 8 日

震災復興・日本再生に関するＷＧを設置
・震災復興・日本再生に向けて各国立大学の活動ための支援の具体的方法等の検討を行う
ためのＷＧを設置する。

平成 23 年
 6 月 22 日

第 1回通常総会において、「東日本大震災からの復興と再生に向けて」を決議（6月 30 日、
文部科学大臣ほか政務三役に手交）

142

平成 23 年
 7 月 20 日

第 3回理事会において、「震災復興・日本再生支援事業骨子」を了承
・各大学が、県や市町村を通じて被災地域のニーズを把握した上で、自ら、又は他大学等
と連携・共同して必要とされている事業を行うことに対し、国大協として経済的に支援す
ることを了承。

平成 23 年 
8 月 1 日

「「国立大学リスクマネジメント情報」創刊 3周年記念シンポジウム～震災から学ぶリスク
マネジメント」を開催

国立大学附属病院長会議における今後の医師長期派遣方
針について通知され、全国医学部長病院長会議被災地医
療支援委員会の下、医療支援が継続されることになる。

平成 23 年
 8 月 18 日

震災復興・日本再生支援事業募集要項を策定
震災復興・日本再生に関する支援対象事業選定等委員会を設置

平成 23 年 
8 月 30 日

各大学における支援活動状況（第 2次）を公表（8月末現在）

平成 23 年
11 月 4 日

第 2回通常総会において、震災復興・日本再生支援事業の実施に伴う平成 24,25 年度会費
の増額を承認

平成 23 年
11 月 10 日

平成 23年度震災復興・日本再生支援事業を選定、公表
・33 大学・67 件の事業に対し、事業支援を行う。

平成 23 年
11 月 29 日

「日本再生シンポジウム～国立大学に求められる役割～」を開催

平成 23 年
12 月

冊子「東日本大震災と大学の危機管理－被災した国立大学から学ぶ－」を発行

平成 24 年 
3 月 7 日

第 3回通常総会において、「今、改めて復興と再生への貢献を誓う」を決議 142

各大学における支援活動状況（第 3次）を公表（2月末現在）

平成 24 年 
３月 11 日

防災・日本再生シンポジウム募集要項を策定
・平成 24 年度中に計 14 件を採択し、各大学の実施を支援した。

平成 24 年
4 月 23 日

平成 24年度震災復興・日本再生支援事業を選定、公表
・35 大学・71 件の事業に対し、事業支援を行う。

震災発生直後からこれまでの
国立大学協会の活動
国立大学協会は震災直後から、被災大学と他の国立大学のパイプ役となり、物資支援や職員の派遣に関する情報提供などを行ってき

ました。また、国立大学の活動を広く社会へ情報発信し、国立大学の役割・存在意義を訴えてきました。
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第
1
節

震災発生直後からの国立大学協会の活動

日付 国立大学協会の活動 その他関連機関等の活動 資料
掲載頁

平成 23 年 
3 月 11 日

東北地方太平洋沖地震（震災名：東日本大震災）発生
・国立大学の学生 9 人が亡くなり、64 の大学・共同利用機関の施設が被害にあった。

厚生労働省、文部科学省からの要請等に基づき各国立
大学附属病院等からＤＭＡ T 出動

・ＤＭＡＴだけではなく、各大学は独自の医療支援チー
ムの派遣も行う。

平成 23 年
3 月 12 日～

１５日

国立大学後期日程試験
・被災大学や一部の国立大学では、後期日程試験を中
止し、一部の国立大学では試験を延期した。

平成 23 年
 3 月 14 日

各大学に「東北地方太平洋沖地震の発生に伴う平成２３年度大学入学者選抜における対応
について」を発出。

・前期試験及び後期試験の入学手続き間延長や、後期試験の再試験日程等について最大限
の措置を要請。その後も入試センターへの合格者データの提出や入学検定料の取扱い等に
ついても各大学に連絡した。

134

平成 23 年
 3 月 16 日

各大学に「災害救援支援物資の供給について」を発出。
・東北大学からの依頼に基づき、各大学より災害支援物資を募り、各大学は地域毎で被災
物資をとりまとめる等をして、被災大学に発送した。

134

平成 23 年
 3 月 23 日 

日本経済団体連合会等に「２０１２年入社対象者の採用広報活動及び採用選考活動等につ
いて」を発出。

・２０１２年入社対象者が就職活動で不利にならないよう、配慮いただくことを求める。
135

平成 23 年
 3 月 25 日

各大学に「東北地方太平洋沖地震による被災大学への支援について」を発出し、次の事柄
についての支援を要請する。
１．４月１日付けの幹部の人事異動に伴う配慮について
２．被災地の大学の学生・教職員への当面の支援について（図書館利用等）
３．被災した学生の入学等の弾力的取扱について
４．その他

（１）被災大学への職員の派遣について
（２）学生による被災地でのボランティア活動への配慮について

文部科学省より、平成 23 年度当初の授業期間について
の弾力的な取扱いが可能である旨が各大学に周知され、
それに伴い、一部の大学では、入学式を延期又は中止し、
授業開始時期を遅らせた。

136 ～
137

平成 23 年
 3 月 25 日

被災大学に「東北地方太平洋沖地震による被災大学への職員の派遣について（要望伺い）」
を発出する。

・復旧を支援する他の国立大学職員の派遣について、被災大学へ要望を伺う。各大学から
総計１４人の職員が派遣可能との連絡があった（24 年 12 月末日現在）

平成 23 年
 3 月 25 日

民主党文部科学部門会議座長宛てに震災被害に関する次のことについて要望する。
・被災学生への授業料減免などの措置の充実、国立大学附属病院等への支援への配慮（計
画停電対象外等）、施設設備をはじめとした災害復旧への予算措置

138

平成 23 年
3 月 30 日

各大学に「東北地方太平洋沖地震による被災大学の学生・教職員へ第２段階の支援について」
を発出し、次の事柄についての支援を要請する。
１．被災学生・大学院生の講義の履修、聴講について
２．被災大学院生の研究支援について
３．研究者の支援について
４．その他（被災学生の心のケア、宿泊施設の確保等について）

全国各主要都市における大学等の構内の空間放射線量
測定が開始される。国立大学も協力。

139

会長メッセージ「被災した学生の皆さまへ」を表明 141

平成 23 年
 4 月 7 日

防災・日本再生シンポジウム募集要項を策定
・平成 23 年度中に計 29 件を採択し、各大学の実施を支援した。

平成 23 年
 4 月 11 日

各大学に「被災した大学の学生への就職支援等について（依頼）」を発出
・被災の影響で内定取消を受けた学生や、被災した学生に対する各大学の就職支援や短期
宿泊施設の利用についての配慮を求める。

140

平成 23 年 
4 月 20 日

会長メッセージ「復興と再生に向けて」を表明 141

国立大学における震災復興・防災・日本再生に係る教育・研究組織一覧を公表
・国立大学の教育・研究組織を「被災者へのメンタルヘルスケアについて」、「地震、活断層、
津波に関して」、「放射性物質、放射能に関して」、「復興から、日本再生へのシナリオに関して」
の４つの分野毎にわけてとりまとめ、震災復興・防災・日本再生に貢献できる教育研究分
野を持つ全国の国立大学及び大学共同利用機関をウェブサイト上で公表。

日付 国立大学協会の活動 その他関連機関等の活動 資料
掲載頁

平成 23 年 
4 月 21 日

民主党電力需給問題対策ＰＴ座長に、消費電力抑制目標の策定にあたっての診療、教育研
究への配慮について要望

・電気事業法 27 条に基づく消費電力の抑制について、国立大学の特徴を踏まえ附属病院等
を除外することを要望する。

平成 23 年
4 月 28 日

民主党電力需給問題対策ＰＴ座長に、夏期の電力需給対策の一環として自家発電設備を使
用する際の問題点について資料提供

・各国立大学に自家発電設備に係る規制についての問題点の調査を依頼し、その結果をと
りまとめて資料提供を行う。

平成 23 年 
4 月 30 日

各大学における支援活動状況（第 1次）を公表（4月末現在）
・各国立大学が行った支援活動を集約し公表。

平成 23 年 
5 月～ 7 月

国立大学附属病院は地域毎に各病院が連携し、リレー
方式による医師などの派遣を行う。

平成 23 年 
5 月 18 日

第 2回理事会において、被災大学の平成 23年度会費の特別減額措置を承認
・被災地域に所在する会員大学・機関の会費を半額とする。

平成 23 年
 6 月 1 日

NAFSA 年次総会（カナダ・バンクーバー）において、専務理事が震災後の日本の大学の復
興に向けたメッセージを発信

平成 23 年 
6 月 8 日

震災復興・日本再生に関するＷＧを設置
・震災復興・日本再生に向けて各国立大学の活動ための支援の具体的方法等の検討を行う
ためのＷＧを設置する。

平成 23 年
 6 月 22 日

第 1回通常総会において、「東日本大震災からの復興と再生に向けて」を決議（6月 30 日、
文部科学大臣ほか政務三役に手交）

142

平成 23 年
 7 月 20 日

第 3回理事会において、「震災復興・日本再生支援事業骨子」を了承
・各大学が、県や市町村を通じて被災地域のニーズを把握した上で、自ら、又は他大学等
と連携・共同して必要とされている事業を行うことに対し、国大協として経済的に支援す
ることを了承。

平成 23 年 
8 月 1 日

「「国立大学リスクマネジメント情報」創刊 3周年記念シンポジウム～震災から学ぶリスク
マネジメント」を開催

国立大学附属病院長会議における今後の医師長期派遣方
針について通知され、全国医学部長病院長会議被災地医
療支援委員会の下、医療支援が継続されることになる。

平成 23 年
 8 月 18 日

震災復興・日本再生支援事業募集要項を策定
震災復興・日本再生に関する支援対象事業選定等委員会を設置

平成 23 年 
8 月 30 日

各大学における支援活動状況（第 2次）を公表（8月末現在）

平成 23 年
11 月 4 日

第 2回通常総会において、震災復興・日本再生支援事業の実施に伴う平成 24,25 年度会費
の増額を承認

平成 23 年
11 月 10 日

平成 23年度震災復興・日本再生支援事業を選定、公表
・33 大学・67 件の事業に対し、事業支援を行う。

平成 23 年
11 月 29 日

「日本再生シンポジウム～国立大学に求められる役割～」を開催

平成 23 年
12 月

冊子「東日本大震災と大学の危機管理－被災した国立大学から学ぶ－」を発行

平成 24 年 
3 月 7 日

第 3回通常総会において、「今、改めて復興と再生への貢献を誓う」を決議 142

各大学における支援活動状況（第 3次）を公表（2月末現在）

平成 24 年 
３月 11 日

防災・日本再生シンポジウム募集要項を策定
・平成 24 年度中に計 14 件を採択し、各大学の実施を支援した。

平成 24 年
4 月 23 日

平成 24年度震災復興・日本再生支援事業を選定、公表
・35 大学・71 件の事業に対し、事業支援を行う。

震災発生直後からこれまでの
国立大学協会の活動
国立大学協会は震災直後から、被災大学と他の国立大学のパイプ役となり、物資支援や職員の派遣に関する情報提供などを行ってき

ました。また、国立大学の活動を広く社会へ情報発信し、国立大学の役割・存在意義を訴えてきました。
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東北地方太平洋沖地震の発生に伴う
平成23年度大学入学者選抜における対応について

国立大学協会からの通知一覧

2012年入社対象者の採用広報活動及び
採用選考活動等について

災害救援物資の供給について
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被災大学への支援等について
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震災被害に係る要望について

被災大学の学生・教職員へ第2段階の
支援について
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復興と再生に向けて
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東日本大震災からの復興と再生に向けて

今、改めて復興と再生への貢献を誓う

事業等名 大学名 事業実施期間

1 宮古水産高校「乗船実習」支援事業 北海道大学 H23.10.3 ～ H23.10.6
H24.8.20 ～ H24.8.23

2 被災地学校の生徒に対する教育支援活動 北海道教育大学 H23.9.26 ～ H25.3.31

3 震災地域の海洋生態系の修復と水産食品の安全性の確保

弘前大学

H23.8.1 ～ H26.3.31

4 被災地復興計画支援プラットフォーム事業－きたかみ震災復興ステーションの運営－ H23.9.1 ～ H28.3.31

5 ファイトエクストラクション手法によるセシウムの吸収除去 H24.4.1 ～ H27.3.31

6 弘前大学人文学部ボランティアセンターによる岩手県野田村への支援・交流事業 H24.4.1 ～ H28.3.31

7 こころのサポートに関するリラクセーション・プロジェクト

岩手大学

H23.10.1 ～ H26.3.31

8 岩手県の水産加工業を復興・再生させるための基盤研究 H23.10.1 ～ H25.3.31

9 岩手県沿岸部の「放課後児童クラブ」（学童保育）の学習環境支援 H23.10.1 ～ H25.3.31

10 小中学生放課後の学習支援事業 H23.11.1 ～ H26.3.31

11 小中高校生及び仮設住宅入居者の「絆」支援事業 H23.11.5 ～ H26.3.31

12 三春「実生」プロジェクト：草の根放射線モニター

 東北大学

H23.5.5 ～ H26.3.31

13 居宅高齢者介護予防支援事業 H23.9.1 ～ H26.3.31

14 障がい児（者）・要介護者口腔保健地域支援ネットワーク再構築事業 H23.9.1 ～ H26.3.31

15 東京電力福島第一原子力発電所事故による宮城県南部住民の被ばく線量測定事業 H23.9.1 ～ H26.3.31

16 被災地医療救援のための電子診療鞄を利用した遠隔医療サービス H23.10.1 ～ H26.3.31

17 被災地小中学生発育発達のための身体活動支援事業 H23.10.1 ～ H26.3.31

18 復興まちづくりに向けた専門家派遣コーディネート事業 H23.10.1 ～ H26.3.31

19 東日本大震災で被災した歴史資料のレスキュー事業 H23.11.1 ～ H25.3.31

20 宮城教育大学教育復興支援塾事業 宮城教育大学 H23.6.28 ～ H29.3.31

21 仮設住宅利用者の心身の健康をサポートする人材養成支援 秋田大学 H23.11.1 ～ H24.3.31
H24.5.1 ～ H25.3.31

22 災害復興学推進事業
山形大学

H24.4.1 ～ H26.3.31

23 東本大震災復興支援のための学生ボランティア・プロジェクト「走れ！！わあのチャリ」 H23.11.1 ～ H25.3.31

24 放射性物質による大気環境汚染とその影響評価に関する研究

福島大学

H23.3.11 ～ H25.3.31

25 福島県における子どもの心のストレスアセスメント事業 H23.5.1 ～ H24.3.31

26 野生動物による森林モニタリング事業 H23.7.1 ～ H24.3.31

27 福島県内の畜産業支援のための牧草地およびのらウシの放射性物質分布調査 H23.8.9 ～ H24.3.31

28 東日本大震災教育支援プロジェクト　子ども支援ボランティア H23.9.1 ～ H24.3.31 ( 至 H26.3.31)

29 農地回復を目的とした燃料作物栽培の効果検証 H23.9.1 ～ H25.3.31

30 被災地域の産業活性化に向けた労働従事者の健康・安全推進支援事業 H23.9.1 ～ H25.3.31

31 飯舘村震災復興にかかる課題析出調査　～相互行為・作用を中心に～ H23.9.15 ～ H25.3.31

32 福島県の小・中学校における教育課題調査 H23.9.15 ～ H24.3.31

33 大堀相馬焼の早期復興に向けた砥山石代替釉薬の開発 H23.10.1 ～ H24.3.31

34 若年者キャリア形成に向けた動機づけ活性化事業 H23.10.1 ～ H25.3.31

35 福島県における原発事故・放射能汚染に対応した産業復興支援と情報共有化 H23.10.1 ～ H25.3.31

36 「かーちゃんの力」プロジェクト H24.4.1 ～ H25.3.31

37 子ども支援プロジェクト　遊びと学び教室＜未来のたね＞事業 H24.4.1 ～ H25.3.31

38 飯舘村震災復興にかかる課題析出・分析調査　～原発被災市町村への適用と政策的支援を中心に～ H24.4.1 ～ H25.3.31

39 福島県の幼稚園・小中学校における教育課題調査 H24.4.1 ～ H25.3.31

40 無人・自動化放射線計測ネットワークによる除染地域の放射線量変動観測 H24.4.1 ～ H25.3.31

第
2
節

国立大学協会
震災復興・日本再生支援事業一覧
国立大学協会では、各国立大学が東日本大震災復興・日本再生のための実効ある活動を促進するため、それぞれの特色を生かして実施

する、震災復興や新たな日本の構築に係る事業に対し支援を行っています。第2節では、平成23年度及び平成24年度に国立大学協会が

支援を採択した大学の事業を一覧にして掲載しています。



第
1
章

第
3
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

国
立
大
学
協
会
の
活
動

─  142  ─

第
2
章

第
1
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

国
立
大
学
協
会
の
活
動

─  143  ─

東日本大震災からの復興と再生に向けて

今、改めて復興と再生への貢献を誓う

事業等名 大学名 事業実施期間

1 宮古水産高校「乗船実習」支援事業 北海道大学 H23.10.3 ～ H23.10.6
H24.8.20 ～ H24.8.23

2 被災地学校の生徒に対する教育支援活動 北海道教育大学 H23.9.26 ～ H25.3.31

3 震災地域の海洋生態系の修復と水産食品の安全性の確保

弘前大学

H23.8.1 ～ H26.3.31

4 被災地復興計画支援プラットフォーム事業－きたかみ震災復興ステーションの運営－ H23.9.1 ～ H28.3.31

5 ファイトエクストラクション手法によるセシウムの吸収除去 H24.4.1 ～ H27.3.31

6 弘前大学人文学部ボランティアセンターによる岩手県野田村への支援・交流事業 H24.4.1 ～ H28.3.31

7 こころのサポートに関するリラクセーション・プロジェクト

岩手大学

H23.10.1 ～ H26.3.31

8 岩手県の水産加工業を復興・再生させるための基盤研究 H23.10.1 ～ H25.3.31

9 岩手県沿岸部の「放課後児童クラブ」（学童保育）の学習環境支援 H23.10.1 ～ H25.3.31

10 小中学生放課後の学習支援事業 H23.11.1 ～ H26.3.31

11 小中高校生及び仮設住宅入居者の「絆」支援事業 H23.11.5 ～ H26.3.31

12 三春「実生」プロジェクト：草の根放射線モニター

 東北大学

H23.5.5 ～ H26.3.31

13 居宅高齢者介護予防支援事業 H23.9.1 ～ H26.3.31

14 障がい児（者）・要介護者口腔保健地域支援ネットワーク再構築事業 H23.9.1 ～ H26.3.31

15 東京電力福島第一原子力発電所事故による宮城県南部住民の被ばく線量測定事業 H23.9.1 ～ H26.3.31

16 被災地医療救援のための電子診療鞄を利用した遠隔医療サービス H23.10.1 ～ H26.3.31

17 被災地小中学生発育発達のための身体活動支援事業 H23.10.1 ～ H26.3.31

18 復興まちづくりに向けた専門家派遣コーディネート事業 H23.10.1 ～ H26.3.31

19 東日本大震災で被災した歴史資料のレスキュー事業 H23.11.1 ～ H25.3.31

20 宮城教育大学教育復興支援塾事業 宮城教育大学 H23.6.28 ～ H29.3.31

21 仮設住宅利用者の心身の健康をサポートする人材養成支援 秋田大学 H23.11.1 ～ H24.3.31
H24.5.1 ～ H25.3.31

22 災害復興学推進事業
山形大学

H24.4.1 ～ H26.3.31

23 東本大震災復興支援のための学生ボランティア・プロジェクト「走れ！！わあのチャリ」 H23.11.1 ～ H25.3.31

24 放射性物質による大気環境汚染とその影響評価に関する研究

福島大学

H23.3.11 ～ H25.3.31

25 福島県における子どもの心のストレスアセスメント事業 H23.5.1 ～ H24.3.31

26 野生動物による森林モニタリング事業 H23.7.1 ～ H24.3.31

27 福島県内の畜産業支援のための牧草地およびのらウシの放射性物質分布調査 H23.8.9 ～ H24.3.31

28 東日本大震災教育支援プロジェクト　子ども支援ボランティア H23.9.1 ～ H24.3.31 ( 至 H26.3.31)

29 農地回復を目的とした燃料作物栽培の効果検証 H23.9.1 ～ H25.3.31

30 被災地域の産業活性化に向けた労働従事者の健康・安全推進支援事業 H23.9.1 ～ H25.3.31

31 飯舘村震災復興にかかる課題析出調査　～相互行為・作用を中心に～ H23.9.15 ～ H25.3.31

32 福島県の小・中学校における教育課題調査 H23.9.15 ～ H24.3.31

33 大堀相馬焼の早期復興に向けた砥山石代替釉薬の開発 H23.10.1 ～ H24.3.31

34 若年者キャリア形成に向けた動機づけ活性化事業 H23.10.1 ～ H25.3.31

35 福島県における原発事故・放射能汚染に対応した産業復興支援と情報共有化 H23.10.1 ～ H25.3.31

36 「かーちゃんの力」プロジェクト H24.4.1 ～ H25.3.31

37 子ども支援プロジェクト　遊びと学び教室＜未来のたね＞事業 H24.4.1 ～ H25.3.31

38 飯舘村震災復興にかかる課題析出・分析調査　～原発被災市町村への適用と政策的支援を中心に～ H24.4.1 ～ H25.3.31

39 福島県の幼稚園・小中学校における教育課題調査 H24.4.1 ～ H25.3.31

40 無人・自動化放射線計測ネットワークによる除染地域の放射線量変動観測 H24.4.1 ～ H25.3.31

第
2
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国立大学協会
震災復興・日本再生支援事業一覧
国立大学協会では、各国立大学が東日本大震災復興・日本再生のための実効ある活動を促進するため、それぞれの特色を生かして実施

する、震災復興や新たな日本の構築に係る事業に対し支援を行っています。第2節では、平成23年度及び平成24年度に国立大学協会が

支援を採択した大学の事業を一覧にして掲載しています。
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事業等名 大学名 事業実施期間

41 ふくしま復興交通まちづくりプラットフォーム形成事業
福島大学

H24.4.1 ～ H26.3.31

42 福島県の中山間地域における放射能汚染対策と地域活性化支援 H24.4.1 ～ H26.3.31

43 東京大学ボランティア隊の派遣等ボランティア活動支援事業

東京大学

H23.8.1 ～（今後数年間にわたり実施予定）

44 土壌中に含まれる核種の放射能測定事業 H23.10.1 ～ H24.3.31
H24.5.1 ～ H24.12.31

45 岩手県大槌町の小中高校における学習及び心理支援の継続事業 H23.11.1 ～ H25.10.30

46 放射性物質への不安を抱える住民へのメンタルヘルスケア H23.11.1 ～ H26.3.31

47 被災地の小児がん患者と家族を支援するプロジェクト H24.4.1 ～ H26.3.31

48 放射能汚染地における農業復興支援 H24.4.1 ～ H26.3.31

49 東日本大震災東京学芸大学教育支援ボランティア  in 鳴子 東京学芸大学 H23.7.15 ～ H23.9.30

50 カイコ（養蚕）が再び福島を救う 東京農工大学 H23.8.1 ～ H25.12.31

51 「日本一美しい漁村」をめざし、石巻市雄勝の地区特性を活かした復興住宅モデルづくり等事業 東京藝術大学 H23.10.1 ～ H26.3.31

52 女川湾をモデルとした増養殖環境の回復事業 東京海洋大学 H23.8.10 ～ H24.3.31

53 建築系大学ネットワークによる牡鹿半島漁村の復興案実現の持続的支援

筑波大学

H23.7.1 ～ H26.3.31

54 仮設住宅生活者のための廃用症候群防止プログラムの立案および健康コミュニティの形成 H23.7.25 ～ H25.3.31

55 刈芝残さの再資源化支援事業 H23.8.1 ～ H25.3.31

56 ICT を活用した仮設住宅居住者への遠隔健康支援プロジェクト H23.8.1 ～ H26.3.31

57 つくば災害復興緊急医療調整室（T-DREAM）による被災地医療復興支援強化 H24.4.1 ～ H25.3.31

58 原発事故後の大気放射能濃度監視と大気を介した放射性物質移行の調査 茨城大学 H24.4.1 ～ H25.3.31

59 医療及び心のケアチームの活動支援事業
千葉大学

H23.4.1 ～ H24.3.31

60 千葉大学と富岡町立富岡小中学校との連携支援事業 H24.4.1 ～ H25.3.31

61 自動線量測定装置を用いた汚染マップ作製と除染支援活動による南相馬市復興支援事業
新潟大学

H23.11.1 ～ H24.3.31

62 放射線・放射能の影響を定量的に理解してもらう試み H23.12.1 ～ H24.3.30 

63 福島県内の諸学校における教員研修のための支援活動 上越教育大学 H23.6.1 ～ H26.3.31

64 長野県北部震災（栄村）復興支援事業
信州大学

H23.8.1 ～ H25.3.31

65 福島第一原子力発電所近隣で学ぶ小中学生の授業学習支援事業 H23.11.1 ～ H26.2.29

66 被災者に寄り添った生活再建支援活動 金沢大学 H24.1.1 ～ H25.3.31

67 放射性物質が海面漁業に与える影響の研究支援に係る放射性物質の測定 福井大学 H23.9.1 ～ H25.2.28

68 福島県の畜産復興支援事業 岐阜大学 H23.8 .1 ～ H25.3.31

69 宮城県北部の歴史的建造物の修理復原支援事業 豊橋技術科学大学 H23.11.1 ～ H24.3.31
H24.5.10 ～ H25.3.30

70 福島県下における土壌・水質汚染の実地調査と、放射性核種の高速除去技術の実証研究

京都大学

H23.4.1 ～ H26.3.31

71 京大病院心のケアチーム H23.11.1 ～ H24.3.31

72 福島県下におけるナノバブル水を用いた除染と農作物育種に対する効果の研究 H24.4.1 ～ H25.3.31

73 仮設住宅の住環境改善と災害弱者のための環境改善支援事業 京都工芸繊維大学 H23.7.1 ～ H26.3.31

74 小児保健医療体制の再構築支援プロジェクト 大阪大学 H24.4.1 ～ H25.3.31

75 被災した学校に対する学習支援ボランティア事業
大阪教育大学

H23.7.30 ～ H23.8.6

76 長期休暇中の被災障害児支援・保護者のレスパイトケア H24.8.1 ～ H24.8.10

77 東日本大震災復興支援「兵庫教育大学学生ボランティア」派遣事業 兵庫教育大学 H23.8.8 ～ H23.8.12

78 緊急・復旧支援活動から見守り・生活支援活動移行期の学生ボランティア活動支援事業
神戸大学

H23.4.1 ～ H26.3.31

79 心のケア担当教員に対する支援事業 H24.5.1 ～ H25.3.31

80 被災地における理科支援事業～全国大学技術組織連携による「出前おもしろ実験室」プロジェクト～
鳥取大学

H23.11.3 ～ H24.7.30

81 中長期的なメンタルヘルス向上支援事業 H23.12.16 ～ H26.3.31

82 福島県南相馬市の環境放射能調査 広島大学 H24.4.1 ～ H25.3.31

83 遠隔医療技術を用いた震災地域の医療再生プロジェクト 香川大学 H23.10.1 ～ H25.3.31

84 「ほっとひろば九大」の運営
九州大学

H23.4.2 ～当面の間

85 岩手県陸前高田市の農地の復興支援事業－農援隊プロジェクト－ H24.5.1 ～ H24.9.30

86 福島県の医療関係者を対象とした「放射線と健康ハンドブック」の作成
長崎大学

H23.10.1 ～ H24.3.31

87 福島県相双地域における医療・介護職向け嚥下リハビリ支援事業 H24.4.1 ～ H26.3.31

88 地域経済の回復・再生・創成に向けた世界最先端観測機器による水中環境調査事業 熊本大学 H23.10.1 ～ H26.3.31

89 解体建築物および倒壊家屋廃材等がれき中に含まれるアスベストの検知支援事業　 宮崎大学 H24.8.1 ～ H25.3.31

90 岩手県養殖漁場の生産性に関する津波影響モニタリングと底質改善事業

鹿児島大学

H23.10.1 ～ H25.3.31

91 福島県松川浦の水産業復興および環境調査に関する共同研究 H23.10.1 ～ H26.3.31

92 津波起源漂流がれき洋上目視観測 H23.10.1 ～ H28.12.31
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平成23年度・平成24年度　防災・日本再生シンポジウム一覧

事 業 内 容 開 催 日 時 実 施 機 関

寒冷地の複合災害　－豪雪と大地震が同時に来たら－ 平成 23 年 11 月 18 日（金） 北見工業大学ほか

農村と都市の共生を目指した災害に強い日本再生プラン 平成 23 年 11 月 9 日（水） 弘前大学ほか

東北地方の化学と教育　－ 3.11 から 189 日の歩み－ 平成 23 年 9 月 16 日（金） 東北大学ほか

2011 年東北地方太平洋沖地震はどのような地震だったのか
―これまでにわかったこと、これからの課題― 平成 23 年 10 月 22 日（土） 東北大学

放射性物質の拡散と大学人の役割 平成 23 年 11 月 13 日（日） 東北大学

東日本大震災を踏まえた首都直下地震への課題 平成 23 年 10 月 28 日（金） 東京工業大学ほか

総合コミュニケーション科学からの防災・日本再生へのアプローチ 平成 23 年 10 月 22 日（土） 電気通信大学ほか

希望につながる地域再生と大学～東日本大震災から学ぶもの～ 平成 24 年 1 月 22 日（日） 筑波大学

埼玉の防災を考える 平成 23 年 11 月 19 日（土） 埼玉大学ほか

連続公開シンポジウム
総テーマ『urban イノベーション～大学、地域そして都市の再生』の一つ
環境・防災と未来都市創生：これからの大都市をどうデザインするか
－科学的なアプローチと可視化－

平成 23 年 10 月 22 日（土） 横浜国立大学ほか

オール新潟災害救援シンポジウム
「災害時における医療・福祉・保険・ボランティアの連携について考える」 平成 24 年 1 月 21 日（土） 長岡技術科学大学ほか

北陸沿岸の地震津波防災と海洋立国推進の在り方 平成 23 年 10 月 8 日（土） 金沢大学ほか

多角的な災害教訓から静岡の防災を考える
平成 23 年 10 月 16 日（日）
平成 23 年 11 月 5 日（土）
平成 23 年 11 月 6 日（日）

静岡大学ほか

濃尾地震 120 周年シンポジウム「濃尾地震から 120 年－その教訓を振り返る－」 平成 23 年 10 月 28 日（金） 名古屋大学ほか

東海３県の国立大学が社会に向けて提言する巨大地震対策 平成 23 年 11 月 20 日（日） 名古屋工業大学ほか

企業防災を軸とする安全安心な地域づくり 平成 23 年 12 月 2 日（金） 豊橋技術科学大学

教師力・教育力で支える防災と地域再生：集まれ古都のサポーター！
－減災社会に向けての教育と大学を考える－ 平成 23 年 12 月 3 日（土） 京都教育大学

古都奈良の都市防災 平成 23 年 10 月 22 日（土） 奈良女子大学ほか

島根大学医学部附属病院における防災・危機管理と地域振興 平成 23 年 10 月 1 日（土） 島根大学ほか

巨大化する自然災害への備え－広島における今後の自然災害とその対策－ 平成 23 年 12 月 2 日（金） 広島大学

大学の英知をあつめて風水害から「いのちをまもる」
－近年の災害を振り返る－ 平成 23 年 11 月 23 日（水） 山口大学ほか

危機管理シンポジウム－大規模災害時の地域コミュニティーの継続に向けて－ 平成 24 年 1 月 10 日（火） 香川大学

南海地震に備えて：災害地を四国４県でどう支えるか 平成 23 年 10 月 22 日（土） 高知大学ほか

南海地震に備えるシンポジウムⅡ
　「次の南海地震の津波は？巨大津波、過去から未来へ」 平成 23 年 10 月 29 日（土） 高知大学ほか

斜面災害における予知と対策技術の最前線に関する国際シンポジウム　福岡 2011 平成23年11月10日（木）-11日（金） 九州大学ほか

地域防災啓発シンポジウム　「- 東日本大震災から学ぶ -」 平成 23 年 11 月 30 日（水） 熊本大学ほか

大分の防災を考える－東南海・南海地震への対応－ 平成 23 年 10 月 22 日（土）
平成 23 年 11 月 6 日（日） 大分大学ほか

防災シンポジウム in 宮崎 2011
～口蹄疫災害、新燃岳火山災害、来る「想定」地震・津波災害への備えを考える～ 平成 23 年 11 月 1 日（火） 九州地区支部会

（宮崎大学ほか）

奄美防災シンポジウム～奄美豪雨被害から学ぶ～ 平成 23 年 10 月 23 日（日） 鹿児島大学ほか

国立大学協会では、各国立大学が行っている広く国民の皆様を対象としたシンポジウムなどの事業のうち、

特に優れたものを選定し、事業実施に係る費用の一部を負担することにより国立大学の活動を支援しています。

防災・日本再生シンポジウム一覧第
3
節
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国立大学協会では、国立大学の役割や重要性を国民の皆様に理解いただくために季刊で「情報誌『ＪＡＮＵ』」を発行しています。

今回、特に、東日本大震災での被災大学の状況や各国立大学における復旧・復興に向けた取組、支援活動について、国民の皆様に広く

知っていただくために、情報誌「JANU」別冊として、震災特別号（第１～４号）を発行しました。

ＪＡＮＵ別冊震災特別号第１号～４号第
4
節

【１号】

事 業 内 容 開 催 日 時 実 施 機 関

地震災害における防災人育成シンポジウム～東日本大震災の教訓をスタートとして～ 平成 24 年 10 月 30 日（火） 秋田大学ほか

ふくしま食と農の再生シンポジウム 平成 24 年 11 月 30 日（金） 福島大学ほか

茨城鹿行震災復興シンポジウム「知の貢献、安心安全な生活空間を創出する」 平成 24 年 10 月 14 日（日） 筑波大学ほか

茨城県北震災復興シンポジウム「まちづくりの転機、地域再生を追求する」 平成 24 年 11 月 25 日（日） 筑波大学ほか

日本一の原子力立地　福井県における防災危機管理－安心できる備えのために－ 平成 24 年 10 月 20 日（土） 福井大学

産官学民連携の防災人材育成事業シンポジウム 平成 24 年 11 月 24 日（土） 名古屋大学ほか

巨大自然災害に立ち向かうための土木工学，建築学の取組 平成 24 年 10 月 28 日（日） 名古屋工業大学ほか

神戸から東北へ　～いま伝えたいこと、そして学ぶこと～ 平成 24 年 11 月 3 日（土） 神戸大学ほか

紀伊半島大水害の経験を踏まえ、これからの地域防災を考える
　～地域と大学の協働による東南海・南海地震対策～ 平成 24 年 12 月 2 日（土） 和歌山大学

九州防災シンポジウム in 鹿児島　～火山災害・豪雨災害を考える～ 平成 24 年 10 月 30 日（火） 九州地区支部会
（鹿児島大学ほか）
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国立大学協会では、国立大学の役割や重要性を国民の皆様に理解いただくために季刊で「情報誌『ＪＡＮＵ』」を発行しています。

今回、特に、東日本大震災での被災大学の状況や各国立大学における復旧・復興に向けた取組、支援活動について、国民の皆様に広く

知っていただくために、情報誌「JANU」別冊として、震災特別号（第１～４号）を発行しました。

ＪＡＮＵ別冊震災特別号第１号～４号第
4
節

【１号】

事 業 内 容 開 催 日 時 実 施 機 関

地震災害における防災人育成シンポジウム～東日本大震災の教訓をスタートとして～ 平成 24 年 10 月 30 日（火） 秋田大学ほか

ふくしま食と農の再生シンポジウム 平成 24 年 11 月 30 日（金） 福島大学ほか

茨城鹿行震災復興シンポジウム「知の貢献、安心安全な生活空間を創出する」 平成 24 年 10 月 14 日（日） 筑波大学ほか

茨城県北震災復興シンポジウム「まちづくりの転機、地域再生を追求する」 平成 24 年 11 月 25 日（日） 筑波大学ほか

日本一の原子力立地　福井県における防災危機管理－安心できる備えのために－ 平成 24 年 10 月 20 日（土） 福井大学

産官学民連携の防災人材育成事業シンポジウム 平成 24 年 11 月 24 日（土） 名古屋大学ほか

巨大自然災害に立ち向かうための土木工学，建築学の取組 平成 24 年 10 月 28 日（日） 名古屋工業大学ほか

神戸から東北へ　～いま伝えたいこと、そして学ぶこと～ 平成 24 年 11 月 3 日（土） 神戸大学ほか

紀伊半島大水害の経験を踏まえ、これからの地域防災を考える
　～地域と大学の協働による東南海・南海地震対策～ 平成 24 年 12 月 2 日（土） 和歌山大学

九州防災シンポジウム in 鹿児島　～火山災害・豪雨災害を考える～ 平成 24 年 10 月 30 日（火） 九州地区支部会
（鹿児島大学ほか）
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各大学問い合わせ先一覧	

大学名 E -m a i l アドレス 電話番号

北海道大学 kouhou@jimu.hokudai.ac.jp 011-716-2111

北海道教育大学 s-somu@j.hokkyodai.ac.jp 011-778-0206

室蘭工業大学 koho@mmm.muroran-it.ac.jp 0143-46-5000

小樽商科大学 kouhou@office.otaru-uc.ac.jp 0134-27-5206

帯広畜産大学 kouhou@obihiro.ac.jp 0155-49-5216

旭川医科大学 sho-shomu@jimu.asahikawa-med.ac.jp 0166-65-2111

北見工業大学 soumu05@desk.kitami-it.ac.jp 0157-24-1010

弘前大学 jm3012@cc.hirosaki-u.ac.jp 0172-36-2111

岩手大学 kkoho@iwate-u.ac.jp 019-621-6015

東北大学 koho@bureau.tohoku.ac.jp 022-717-7800

宮城教育大学 koho@adm.miyakyo-u.ac.jp 022-214-3300

秋田大学 gakucho@jimu.akita-u.ac.jp 018-889-2207

山形大学 koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 023-628-4008

福島大学 kouho@adb.fukushima-u.ac.jp 024-548-8006

東京大学 pr@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 03-3812-2111

東京医科歯科大学 kouhou.adm@tmd.ac.jp 03-3813-6111

東京外国語大学 soumu-koho@tufs.ac.jp 042-330-5150

東京学芸大学 kouhouty@u-gakugei.ac.jp 042-329-7108

東京農工大学 syohosa1@cc.tuat.ac.jp 042-367-5502

東京藝術大学 toiawase@ml.geidai.ac.jp 050-5525-2013

東京工業大学 kouhou@jim.titech.ac.jp 03-3726-1111

東京海洋大学 so-koho@o.kaiyodai.ac.jp 03-5463-0400

お茶の水女子大学 info@cc.ocha.ac.jp 03-5978-5106

電気通信大学 kouhou-k@office.uec.ac.jp 042-443-5015

一橋大学 wwwadm@dm.hit-u.ac.jp 042-580-8000

政策研究大学院大学 kouhou@grips.ac.jp 03-6439-6000

茨城大学 koho-g@ml.ibaraki.ac.jp 029-228-8111

筑波大学 ut.scpj@un.tsukuba.ac.jp 029-853-2111

筑波技術大学 shomu@ad.tsukuba-tech.ac.jp 029-852-2931

宇都宮大学 plan@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp 028-649-8172

群馬大学 s-public@jimu.gunma-u.ac.jp 027-220-7111

埼玉大学 koho@gr.saitama-u.ac.jp 048-858-3005

千葉大学 bae2009@office.chiba-u.jp 043-251-1111

横浜国立大学 somu.somu@ynu.ac.jp 045-339-3014

総合研究大学院大学 kouhou@ml.soken.ac.jp 046-858-1500

新潟大学 info-nu@adm.niigata-u.ac.jp 025-262-7500

長岡技術科学大学 so-soumu@jcom.nagaokaut.ac.jp 0258-46-6000

上越教育大学 somu@juen.ac.jp 025-522-2411

山梨大学 koho@yamanashi.ac.jp 055-252-1111

信州大学 shinhp@shinshu-u.ac.jp 0263-35-4600

富山大学 info@u-toyama.ac.jp 076-445-6011

金沢大学 ku0311@adm.kanazawa-u.ac.jp 076-264-5111

北陸先端科学技術大学院大学 daihyo@jaist.ac.jp 0761-51-1111
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各大学問い合わせ先一覧	

大学名 E -m a i l アドレス 電話番号

北海道大学 kouhou@jimu.hokudai.ac.jp 011-716-2111

北海道教育大学 s-somu@j.hokkyodai.ac.jp 011-778-0206

室蘭工業大学 koho@mmm.muroran-it.ac.jp 0143-46-5000

小樽商科大学 kouhou@office.otaru-uc.ac.jp 0134-27-5206

帯広畜産大学 kouhou@obihiro.ac.jp 0155-49-5216

旭川医科大学 sho-shomu@jimu.asahikawa-med.ac.jp 0166-65-2111

北見工業大学 soumu05@desk.kitami-it.ac.jp 0157-24-1010

弘前大学 jm3012@cc.hirosaki-u.ac.jp 0172-36-2111

岩手大学 kkoho@iwate-u.ac.jp 019-621-6015

東北大学 koho@bureau.tohoku.ac.jp 022-717-7800

宮城教育大学 koho@adm.miyakyo-u.ac.jp 022-214-3300

秋田大学 gakucho@jimu.akita-u.ac.jp 018-889-2207

山形大学 koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 023-628-4008

福島大学 kouho@adb.fukushima-u.ac.jp 024-548-8006

東京大学 pr@ml.adm.u-tokyo.ac.jp 03-3812-2111

東京医科歯科大学 kouhou.adm@tmd.ac.jp 03-3813-6111

東京外国語大学 soumu-koho@tufs.ac.jp 042-330-5150

東京学芸大学 kouhouty@u-gakugei.ac.jp 042-329-7108

東京農工大学 syohosa1@cc.tuat.ac.jp 042-367-5502

東京藝術大学 toiawase@ml.geidai.ac.jp 050-5525-2013

東京工業大学 kouhou@jim.titech.ac.jp 03-3726-1111

東京海洋大学 so-koho@o.kaiyodai.ac.jp 03-5463-0400

お茶の水女子大学 info@cc.ocha.ac.jp 03-5978-5106

電気通信大学 kouhou-k@office.uec.ac.jp 042-443-5015

一橋大学 wwwadm@dm.hit-u.ac.jp 042-580-8000

政策研究大学院大学 kouhou@grips.ac.jp 03-6439-6000

茨城大学 koho-g@ml.ibaraki.ac.jp 029-228-8111

筑波大学 ut.scpj@un.tsukuba.ac.jp 029-853-2111

筑波技術大学 shomu@ad.tsukuba-tech.ac.jp 029-852-2931

宇都宮大学 plan@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp 028-649-8172

群馬大学 s-public@jimu.gunma-u.ac.jp 027-220-7111

埼玉大学 koho@gr.saitama-u.ac.jp 048-858-3005

千葉大学 bae2009@office.chiba-u.jp 043-251-1111

横浜国立大学 somu.somu@ynu.ac.jp 045-339-3014

総合研究大学院大学 kouhou@ml.soken.ac.jp 046-858-1500

新潟大学 info-nu@adm.niigata-u.ac.jp 025-262-7500

長岡技術科学大学 so-soumu@jcom.nagaokaut.ac.jp 0258-46-6000

上越教育大学 somu@juen.ac.jp 025-522-2411

山梨大学 koho@yamanashi.ac.jp 055-252-1111

信州大学 shinhp@shinshu-u.ac.jp 0263-35-4600

富山大学 info@u-toyama.ac.jp 076-445-6011
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北陸先端科学技術大学院大学 daihyo@jaist.ac.jp 0761-51-1111



第
1
章

第
3
章

第
2
章

第
4
章

第
5
章

国
立
大
学
協
会
の
活
動

─  158  ─ ─  159  ─

大学名 E -m a i l アドレス 電話番号

福井大学 sssoumu-k@ad.u-fukui.ac.jp 0776-27-8936

岐阜大学 kohositu@gifu-u.ac.jp 058-230-1111

静岡大学 koho@adb.shizuoka.ac.jp 054-237-1111

浜松医科大学 sss@hama-med.ac.jp 053-435-2111

名古屋大学 nuinfo@post.jimu.nagoya-u.ac.jp 052-789-5111

愛知教育大学 kouhou@m.auecc.aichi-edu.ac.jp 0566-26-2738

名古屋工業大学 kouhou@adm.nitech.ac.jp 052-735-5000

豊橋技術科学大学 kouho@office.tut.ac.jp 0532-47-0111

三重大学 koho@ab.mie-u.ac.jp 059-232-1211

滋賀大学 koho@biwako.shiga-u.ac.jp 0749-27-1005

滋賀医科大学 hqkikaku@belle.shiga-med.ac.jp 077-548-2111

京都大学 kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 075-753-7531

京都教育大学 somu@kyokyo-u.ac.jp 075-644-8106

京都工芸繊維大学 soumuki@jim.kit.ac.jp 075-724-7014

大阪大学 ki-kousyagaku-kouhou@office.osaka-u.ac.jp 06-6877-5111

大阪教育大学 sousou@bur.osaka-kyoiku.ac.jp 072-976-3211

兵庫教育大学 office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp 0795-44-2334

神戸大学 gnrl-soumu@office.kobe-u.ac.jp 078-803-5015

奈良教育大学 hisyo-kikaku@nara-edu.ac.jp 0742-27-9105

奈良女子大学 soumu@cc.nara-wu.ac.jp 0742-20-3204

奈良先端科学技術大学院大学 somu@ad.naist.jp 0743-72-5111

和歌山大学 koho@center.wakayama-u.ac.jp 073-457-7007

鳥取大学 ge-soumu@adm.tottori-u.ac.jp 0857-31-5007

島根大学 webinfo@office.shimane-u.ac.jp 0852-32-6100

岡山大学 www-adm@adm.okayama-u.ac.jp 086-252-1111

広島大学 koho@office.hiroshima-u.ac.jp 082-422-7111

山口大学 koho@yamaguchi-u.ac.jp 083-933-5000

徳島大学 soumuk@tokushima-u.ac.jp 088-656-7000

鳴門教育大学 soumu@naruto-u.ac.jp 088-687-6000

香川大学 hisyo2@jim.ao.kagawa-u.ac.jp 087-832-1000

愛媛大学 soumu@stu.ehime-u.ac.jp 089-927-9000

高知大学 kikakukh@kochi-u.ac.jp 088-844-0111

福岡教育大学 kouhou@fukuoka-edu.ac.jp 0940-35-1205

九州大学 syssomu1@jimu.kyushu-u.ac.jp 092-642-2107

九州工業大学 sou-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp 093-884-3000

佐賀大学 sagakoho@mail.admin.saga-u.ac.jp 0952-28-8113

長崎大学 www_admin@ml.nagasaki-u.ac.jp 095-819-2007

熊本大学 sos-koho@jimu.kumamoto-u.ac.jp 096-344-2111

大分大学 koho@oita-u.ac.jp 097-569-3311

宮崎大学 kouhou@of.miyazaki-u.ac.jp 0985-58-7114

鹿児島大学 sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp 099-285-7111

鹿屋体育大学 soumu@nifs-k.ac.jp 0994-46-4111

琉球大学 sosoumu@to.jim.u-ryukyu.ac.jp 098-895-8012

編集にあたって

　この冊子に掲載されている記事は平成 24 年 10 月 31 日現在の情報に基づき（第

４章第１節を除く）、東日本大震災や地域防災・日本再生に関係する取組を掲載

しています。編集の都合上、各国立大学の取組を全て網羅しているわけではあり

ませんので、更にご関心のある方は、併せて国立大学協会及び各国立大学のウェ

ブサイトから関連記事などもご覧ください。

＜１章～４章＞

　各大学から記事及び写真の提供を受け、統一を図るため、文章中の大学名や個

人名、写真キャプション中の句読点は省略し、数字は半角数字で統一するなどの

編集を加えました。

＜ 4 章第 1 節＞

　平成 24 年 2 月に国立大学協会が各大学に対し調査した「東日本大震災に係る

支援活動の状況について」を基に作成しています。

URL ＜ http://www.janu.jp/shinsai/shinsai-shien-list.html ＞

＜ 4 章第２節＞

　平成 24 年 2 月に国立大学協会が各大学に対し調査した「震災復興・防災・日

本再生に係る中長期的な取組」を基に、各大学から新たなデータなどの提供を受

け作成しています。

URL ＜ http://www.janu.jp/shinsai/pdf/shinsai_torikumi.pdf ＞

＜ 4 章第 3 節＞

　各大学から資料の提供を受け、タイトルなど、文字数の関係上、他の記事との

バランスを考慮し、一部修正を加えました。シリーズとして開催されたと考えら

れる取組は一つにまとめました。




